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担す理務務

え雪負結処

履

を務行る要のの

方業
示委為こ領処

号

善
改

平意各

成あ見種
十っ》業
四た務
年。委
九

のて舎

庫雑量板し庁

託

補

車置資内いの

、にの

等てやが修

庫い料部る

保る品れ遅

にい物汚が

年の置いし

存もがて延

のあれりい

限がかたて

過たお掲も

経って、る

。適

清のにいのとたが

と渡さ切

掃が入こ受と

者っすとしれで

業あ庁

当いい

にたるさにてな

が

スはてたる

マ。者れ

ーるて、

タ、いっ

ー間、、ぎ

キ時がはか

を外記の

や査のやれ
貸庁載か受

理備い

つ北を管設て

に

が

て道っがのる

い海行

こ

舎。切検、

庁た適点
い行許

管なをの

等で等
合受

則場を

規う可

理

す託のとは理行

昭はけ

委況認

な契設。、状確
つ

統にさ託にに

ど約定

るた務いい

一係れ業つ
内はは

な予業のてて

的

業

扱価委容、、

取定務

の契的れ務

い格託をこ
に的理

つ積約確を処

に
い算に

月契

二約

十に

日

価
定

予
る

係

金

の
格

曜

算
積

日

た、物や

し。り示の

方

や後

書憩見今

文休を、

管使い補

保のすの

を室

にの

てにう等

し用よ修

りの示向

た障掲方

い支

ぎ取

古るて明

、あしが

渡名

出出て受者

し舎し
」受

て記な簿や

し入い
所・

る簿もに取

い録い
の納

、にが定返

が」の
項刻

払定っ事時

受所あ
記記

保事。をを

やのた

い

和、て
のを載載

管項

あ
の

海じも

北かい

年らな
管っ

則舎あ

規庁が

道め
理た

第

要

に庁

等入

）の

号者。

ついしに領

てにつ示確
も握に

討いてた把等

検

め

るは、のし定

すては

実のす適る

必、そと、
こなこ

が態趣る切と

要

に

る応をと履ろ

あに旨

り

、まをよ

。じ踏。行

に
等

法

切、保、

適え確 い
お
に
庁
本
、
は
て

い
つ

で

聞のなか

新もいら

て

段あもな

、がい

まつ冷必特る防

にるす
管

舎たい・要定こ火

庁

築。理

等、て暖が建と

て

方記しし

の老検房あ

なれな

をしけい

法載な

定

改

電、。意庁書

必やた善

等

と通話基見舎庫

要直
の料出の

な回等本》の

事受

くを

づ可

基許

っ線

関防が管機庁口

る生窓
位

も係火、理能舎の

い

の中置

の部管関の性の

切

に適す適
が門理係実

契と行

うにこに

行期る
。

こ

職

っ冷冷お特い

にアイ

舎い員

て・・い定庁な

も築のもを

い暖暖て建

い
イウ

本
基
の
そ

る房房

業

がフ敷

の周舎

も外庁

務。環務

補朽討業る物

に

をしるに境等

修化す
庁要い生つ

適た必つ衛

は理て

に舎がて管い

切

、

う補る、業は

行のあ

と等済に関

こ修。経務

門

つ等い部

。に性つ係

理

てを直金入管

いをて

用回節等を

い使通をり

で管切

もす線約の適

る

行

が必中き理に

のるの
がはダつう

あ要にるに

ヤてと

たな、イいこ

っ

イ、

電器ルは。

。い機

態検にが

等更ン適

話の

特門の討はわ

あのや部

た携定の把が、か

っ連

をづ

。が建連握十窓り

が十で大ら

十築携が分

こ

で環図分なきい

分物
れな開と

な境らでいく

もでど

生てい閉な

い衛

がずよ

理なのきに

管い

も業業民物増の建

にい

あ物

の務務間環築が築

衛分っ環

がのに委境部

いの生にた境

あ民つ託

た委て推管つ。衛

っ間

業て管

。託は進理い生

必務、理

が、を

必

と処ル術

要支要のビ技

理と

あにす理管者

で庁

っン内

あェ地

るおるが

部を
一木

。の樹

たスの
てて

しし
損定

破ん
がせ

、連

て考はの

たな
いい

現、ルを

、しビ携

は慮

法し

を間理に

状民管密

把を規適

分託の、

十委

基行

しににに

握更定切

ですきこ

上進づう

た推

に行

あ等式に

が新方切

対と

りりこ

よよう

るに
るこ
する

用す
使応。

、

、り

な能
が可

要が
必と

温建

るめっ室、

係たあ

理後

務消。管築

業、た

庁備困年

、設が何

は防

こた

ののな経

内等難も

の・やい

数備とな

複不

法し

門陥パち

部欠、う

規選

ての切のて

いも適
にし

間あな定任

民がで
。づい

託た基て

委っい

さ健、

施保が

実くる

が

務

いへ業

て長の

れ所そ

い、
傾め
、た
りい

るの

の枝
もに
る上

い道
て公

がが

四

、と

。し
た出
っり

あ張

に

後う切

今よ適。

、る くな

向す理

方討処

の検

のっ
もあ

たが
っの

なも

ー修

行項ポ改

で事スに

て境取事

れ環ト工

わや

、出行

が届を

い衛扱が な

支っい

の行て

他をっ

か
か

に
線
電

、

庁て
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使使請加加なな

申でア
算も

用用か算算い加い

金の料の

許許ら料料も

定のにが金が

可可決金

手決ま算つあのあ

のの

号外第

３

金こり続監
財結

と 行庁融昭、や査

用産果

と 政舎機和使

さ 財に関

の使

れ 産、の年料の》

の舗海額用

て の道店北

用事・道や料

お 使

号

舎ち通移

庁う直の

いへ
につ

建改線に

のに回行

に工つい

築修

月 掃・理業がてる

二 業浄業務庁い加

十 務化務舎る算

日

がの

清一の金

槽のも料

務限っ定

業にあ算

掃部

金

れ。、

らたは

曜

い時

て常

日

保守定備境害測質

る清

業査

守点業保衛虫定検

管防務業

点検務守生等
業

業務検理除務

検業点

っ

務
業

者
務術務

務業技

た定た

続定で定いっ算

適は。に。

がに約がて

い

切るか切、お

適係２
準間な海て

で標月で北

要財次

い処をい道、

な

務

間て規業

期し務の

理
もに係

つる等に

にい則

算

、 許務現条算の

り

い

自第方定

ま 可・金例定
法等

た に事

、 つ業動

）がつ

行 いに預号等に

財 連機や定い

政 て関払
を海ら監 産 の等北めて
てを 使 る設道れ査 の あ

料 体す務い行 用 団置財

当事いて

に のる規るっ

、す

っ行は討

たがて検

、る置必

はれ設る

てわ
的あ

係と目が

関この要

でい使。

門なやる

部が

堂を

食掃

分う状

十よ用

のの

等所

房場

厨う

の行

を基

金を

料積

ス面

ガ総

り委

てのよる

加と

、礎

受っ定料

、あ算託

はが

が経

か。法の

付た方等

定費

ら

の

内れ定

以ら算

日めを

こた

れる象

さい対

とて

務合と。 つ 事場則

、は和ら て 室に昭か い

、 は 売、
・政北政 北

店行年行 、

堂産道産 道

食財海財 海

の使則使 政

等の規の 行

許 産

福用第用 財

利許

討に

な検況

厚可号可 使

行必て

をるじ

議す応

協

止

どあ廃

なが休

う要、
ヤ

後イ

築ダ

建。や

、る

定

金算

料て

算し

年ル

何

５

の
意公保火

ウエオ善防

改
財物緊

公不使見有有・

車決し産品急

用用用》

結公が物

査アイアイ

監

画贈

果有用あ庁品絵寄

前管等物

》財途っ舎の

て

い、し

てがと

産変た

４

、
が切い

る適
ま。産有

善庁る財公

改
用算間た管財

意使加舎

にや

》許料で、理産

見

料

生を）に 用

可金取事

手

設すにる 条

施要等係

行

オカキ

、る例よ

さ支あ

っ

た気て パ れ電庁電っ電

おの。、い ー て話に話

な式

た方

経ン

もイ

い交

気清

るい空備

すて設
エ

てのの避

とも環掃

こる

理体

施しい管管難

の定
を物いにや制

錠たな理

ーた用つ

し品ワ当不に
のて

い処プっ品い

てを

分

いし等は処

な分ロて
適

のい書用を

もなを、

品
あま等変切

がま庫途

のが備に

の更。庭理で
記い

理手密適品つ

管の
適をしで録て

が続植切
低いと寄

切行たな票、

にの受

なず木数附

でわ
ニいわの

テつ合入

い、

つ物

コ、い続

スてな手

決算いのい品

のの扱務

対異素管

定定が簡ての

とっ等状

つ象な化理

に
るい考に

てすてを況

い
費もしい

、経る慮つ

は
つが加監

定にの、て

所

回水な セ

期いあ算査

の

が設て線道い ン る換い

のの の 、備加基等も ト

保料料料が 範 その算本

っ 内 算守金を金あ 囲 の

算算つた で 定点の加に
正

法料定料い。 補 方検
つ象のはす

をに対金て

象使こ

っいと対、る

誤

が測務

との境業
ててし

る

てっや係

れあ定に

さ
が煙費

る。い経

いたば
て

物にい

建定つ

、測に

更に

の経人

体るは

全係

のう

た外置等行

っ屋に
ま続と

放た手こ

。にい
し切

てに適

しまを。

置
もい行

るてに

い

五

。

あのと

がもこ

のるう

ト産の行

ー財もを

っが

っい

職帳あて

を台がっ

駐合。い

用照たな

員と

あ

とっが

場行の

車をも

い。

使なた

ていっ

して

、の金行

間てる料を

用

定、算た

に算でのっ

内
す象の方

理対そ定。

処

いに

こす扱等

ると取法
て

と明い

。こをつ

とる

用と

確す討

明に検

が確

る、いし許と

いはてと
いいをれ

も本なて可さ
けい

がでもる受て

の庁
っ庁が庁たる

あ支の支
っ、の、

た分あと者が

象用用

含た対使使

。も
括し況況

一と状状

め。

積にあ

面費数

契てをに

よ

定てに

算い分

でつん
あ加

た積、

た面り

しは

算に金

加分料

、ん算

め

。っ
たあ

金り算

料よを

るあ

いが

ての

しも

。
た

こる

でるす

。

のた

もっ

あ

のが

も。要

いと必

な

た

しな案じ

約い勘応

や

正

い支て補

ていし

る庁

を

る

過ます

が、定

、
がが 水と

な排と
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少た
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避ニあ管ー者の
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アイウエオ
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誘を口口器器

用防、等

備設導行の、がを

設用
等備灯っド消定表
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な

も消たと

いアイウエ
主織っ

の防消消。自組

画計計点機て

が計防防

のる

っに画画検構い

あ
た基にでや

号外第

防織

れど任て消組

アイ
火る計機

庁た防し防い

管後管が画構

舎防火た

つ管理、理、をの

に火
い理上後者届変改

号

防監

平火査防

成管結火
十理果管
四に》理
年係者
九

に

はにたが等選更

るの

切庁及つ

し設。適を任
届て

やさで舎びい

ご置
助たい理出は

救れな管

を定の適速

袋固者を、

示避可にか

表式許切や

るはくう行

す難な行に

てア火め示
標し使こう

らす

の等の
な消、れる

管の予いや

守電い火消た標

理保備

火位識

が

がのの器置が

適点池も

での不が扉等にな

切検

かっ

な結足あがの置か

きにれた

い果しっ開前

防い。づ段てり

、てた
いーな標

火るらボい、

の

。づ基定消改も

シな

くる機等が

くづめ防正
に伴っ

練訓非関にあ

訓

。

がを持よいた

等練常

切期を査気

適長出る火

なにすの締

で間要察取
者

た重果任

いわる結責

者必任が出更正

っ要を

に

はが要の変がし等

て

かい伴

、、な防更６て

管な月ない

消消業火と

計を理っ以い消

防防務

遅計

の画行者た上防

法

こ１合延画

規のうを場

変

に成と年にしの

定作

上、い更

よ、と以はて

、防れ選遅るが

り消さ

月体選

二制任

十や等

日

備な

設で

用切

防適

消が

金

の
等い

曜

理
管

日

のし。と

識ご用とこ

状

口る

置降い

位昇て。

の
でけが

切おの

適にも

が

。

も落た

い転っ

なるあ

もルい識
あ対
が止
の防

の位

ッのの箱もの

ャど
ー備あをが置

タ不が等
たいっ適

が・っ置あが
。で

下陥。てた切

降欠
をもい

な項るな

し事い

が

誘摘がの

、指のも

い

文記の

灯れっあ

導さあ

が

施等し更

実書録変

て
定な要

て指い必

しのて
っ

い行もな

なをいと

い
いあが

のてがた

もっの
更

っいた変

あなっ、

が

一訓て任滞も必

たも。

くがと

定練いしなの要

実がい消あな

ののるて

たた

格施、な防っっ

資

火も長。が

を、防い署
にそ

す防管の等、

有消
者設者あ届の

る用理が
職た出更

の備のっけ変

こ行

ちのに。るを

う等

査
監

て
い

つ
に

況

か維あ

不
たに
っ策

。
た
っ
行
を

備
。

銀け

利欠

アイアイウエ

産ア行る

駐職用ホ道ペ

へル品ガ派も

車員者ー

点い。た

がてたっ
場の

、
しが
灯る。

時庁

すれ一来

エオカキ
い導的者

福で備誘て誘

け用る用に用

祉入付導

ま

あま

がの

。の前

ふ室

っ

公め

障車もた

イアイウ

ない衆、

時害庁いの車

は使どす電車

間者舎す

者とて

ら持るとっ
外等

転れな

任理がさい

選管
６

さな

監

庁舎結庁ルな

来庁査ア

て

気者や果舎庁・っ

火

内レい

等の駐》内舎エ

の利車の

計設め

防防努

消消に
理

自ののコラ出の

画備る

あ

標家配分ース所が

の

様納っ

識用慮煙ナ仕が

策のの税た

が車が対ー

駐分が清窓課。

壊の十

ラ口

て車で適掃ガ窓

れ

いで行スか

いがな切が
一離

もくなわのら

る多
が来もて部れ

の、いれ

もブ無駐
あ庁のいがた

車ロのロ人車

れしのブ

いらいッがッと場

あづ

る管

のいすクあクなの

た受も理

部ものがっが

レ部。付のが

屋のブ一

切

前あー整窓が適

のが

さまっで

のっキ備口あ

路。故れでたな

通たが

いしい備

に障て整。い

がす

受へ、用が用話い

っロ事で

付の障者あス

者のたー務利

窓配害用

のがや駐。プ室用

口慮

勾口づ

案十高車の入し

で者の配のら

内分齢場

アも

示な等案がドい

表

円板で近の

がいが内急
用にあ

い滑、利くが

な

適便場案のベる
もに位

内タの

切性等内案ーも

つお示表ーが

なにに表

のっ

理いけが示内あ

管

来切、案た

にてる適は
な庁表

い庁で来内。

つ

利にや

徹のい者示

て者

こ
図性か各

を便わ、

底

る備
め不。

定のと

に等
急項

緊事
や陥

練欠
訓・

曇奥

要て
必い
につ

時に

たのあいっま

っ者がな
たのいた

。利っもてっ

支あも所

に。がる場

用

汚る

がたやあ

障っのに
い、

ててめ

じれた

生。

てなさ

もも税

るる納

い

い

パるもて

やいいれ

す

がブが

フのやる

ンもの

付

トっッ受

ッあロ、

レ

たク

いに時

置上常

を。のが

置し設っ
い関人

て玄無

さ。

が用標づ置た

の利

て

っき板いれ

あで示ら
た

。よ設のい

たるがも

れっ、

努さあり

う置が
販

こい。動

るてた自

め

り階

さも機

とい売

とな

といす案

こつやの

るに
査う示

監よ表

。てい内
等

っる名

行す課

をにの
改

あ構
が機

。要が

た必

に
措急

応早
対、
なは

る

と
切る
適す

を善
等改

置
に

六

の者

る、
すに
施も

実と

っっ便

ああ利

ががの

の

あ

るマで

。。に

たた性 敷り

、がた

めトっ

たッ てやそ

れのの

いか、

車

る

がらあ

るづに

い見ば

階ま
１の

、前
が正

、い

。な
と切
こ適

ーと
ホま

管
持

維



こ理
管

平 う運試施試試生

成 し営験設験験産

十 た状研の研研物

四 、況究管究究の

年 農なの理機に売

九 業ど取及器係払

北 海

監農を質の

さ良物

５６

査査査産増な品

平監監
の対の物し農種

成

物良

年方象主価て産改

法部眼格い
低中低新

月局のるをや

かに

道 公 報

道監平監

１１２３４

第

政査立査成査

監監農監

の

査査
のの部の農の
度施

概対所対業対年実

験年か期

要象管象試象

験局場度ら間

試部

号外第

ーたす

庁障来ホま討
検

必

内者者ル、る

舎害庁
が駐の庁要

案等用等来

表施車公者が

内

号

エ運ホ見

ど意

オカ善
改

ー円の

ベがル

レ行ー》

タ滑活

月 試、組びのるい

二 験次み運取消は

十 場のは営得耗適

日

管等に

に点適は、品切

主に切理の行

求を切適

入れ

ら眼行に及購わ

め
れにわ行び

金

用びい

て監れわ利及て

い査てれ

曜

適理か

るをいては管る

役実るい

日

でコた
割施かる切は。

生

平しや、スな

ら対迷

実入道で産

成、輸本ト

産業定術

年地農農安技
に開

月査物の的の

７監

で行増続生発

まをの持

たな発・は

っ加的産等

平

にを給ま

。ど展供、

究農成

研、

機政

理各

管び

の及度

関部年

あ農

つ
に

等
営

運庁

、支

のス利る政 示設場共の

所 正設管ペ用。部 をや
ををス配管 確備理ーに
分し験 わ利適の慮試 で

究 りしに煙た研 か用切
すう策共機 やや行対公
清ペの いいこやス関 す

理 のう。掃ー管 もよと

分

運い十

のなが

ーで用
あい

、がな

でので

行も
タ。が

ボたの

用っも

利

。かに適

押た

をっ

ンあ

。わに

踏た。行切

をし
試いれ

、てわ

えれ行

ま

か

究。る

研かい

験るて

よ確すす
況
状
組
取。

の

要重

、な必す

りかるま

道にあと

海のが要

北も
農て

業て、っ

農しりな

りた試る

取く業い

をい
環はが

くに場

巻め験。

改適等、 ににをス

て
い

すに管営 善善切の運 改
こうやに るる行理等 す
。とーい ととこホつ こ

。

用
活
効
有
の
。ルて 。

上
、
り
た
し
過

通
も

て
し

花注

の
設
施
や

降
下
や
昇

菜岩 産遺野

物・１ 畜植

全農

が安う

境、担

見 伝

北

道十根北天

しで産

厳

道

農農農農農

南勝釧見

農農 業
農央川

立試中上

畜開技ど

て
い
つ
に

試験

人

各等発術に農 で

農の等の寄業

） う業品、研与試 ％ 、

て場 と ち試種そ究し験

第
な
る
偏
に

研験改れを

政 政に
ン 農農）

号セ

２

き
所の 所づ

部ー 部基
タ

セセ市 源術 試沢 資技 管

ーー見 タタ岩 ンン 験に
験 新滝滝試

沢 場
）市市を ２ 得川川地 注

道道道。 全全全置
設 町

試試試試試

業業業業業

場場場場場

験験験験験

野室標子頓

大芽中訓浜
上一

町町町町町

津府別

路走谷川部

渡十釧網宗

の場試試 場
験業業

島勝

比 域
区名場場 当

担験験

所長
）町 主１ び在沼布 注 及

験担石後日上 試
な地町

良ぞ行いご な

狩志高川

職に、れっると っ 究場

担 い 員お生のて。の て

・門り当 る はい産専お

て 。は収分、区

にに道及

、穫野本域 人

中
央関関にび

農すすお主

試る試 ）業るるけな ％
技験技験農験 、試新

管
試 験農

の場 試、

機験
研下 究試

験以 研業
究

概場
関業 の７

機農 関場
産 北場 畜 、験 要、 は試

増花

立い 験 道と 試 海」

、、

用畜物殖き

肉家植
発菜

、生伝開野

牛衛遺

中な資七

術

家のど技

小ど源な、

桧根留網

、、、・

畜保

畑酪畑草
・の

山室萌走

、、、土

設作農作地

施

芸草芸、

芸園牧園壌

園

ど酪牧料

稲な、、飼

、

、、、 当 研

な農草作

作

野知振萌 分区空胆留 究

工作

試稲ク産稲

域、、

な研、ー学、

主験作リ
樹農ど芸 試

究果ンな園

合生、畑

験総、業、

の

場術研畜研

調産農作 研

に物分 職の開究産究 術

は は合、加の野 員総発
的バえ品

調イ、質、

テ域上表

人整オ地向次

の
もクのやの

とノ農育と

ジ形・り

％にロ業種お

成な

、水ー態育と

）、

業。 、 農う 場

事稲なに

伝 場設 遺 験が 物 試） 植
セれ 源 例さ 資 条置

り タ 和お ン 昭て
ー

修

、存研 び 北そ 及 年、

学、

工理ど

産管な

畜、

など

設どな

ど施な物

、

、ス環ど

究整シ業な

ど

、農

野作ム、

畑テ境 分 応術て

務、ど対技っ

、 る

員作先しのい

職畑の
、技実歩。

は物端た進

道職 花 海の
人家術用な

技 第は 菜 例数 野 条員 ・
術



２

監

よ託託結

消会る受受査

の規う研研果

研費へ新

ニ等参受検究究》

究者

すつ係

ーに加託討にに

いつ究るいる

ズつに研

に

北 海

改

む年い意

に第込翌て善

新道つ

規がいこ度る見
め 農 受、てとかた》 号
、さ新、 政 託農はとら

究団れた当 部 研業

道 公 報

庁いし、

験議農支て家

の協研るか流

研」こ業

要経う同究。し通

究を

ー試加

望てち組ニ、・

定各、ズ験工

課選、合

号外第

１

と監

新農北い査
規験

規業海う結新新試

）》研研
規 研試道。果

課場農に究究
研 究験立

題望
課 題が業基課要

究

等実試づ

号

監
３

第

平２査

成結
十滝果
四川及
年市び
九

続

つていに必て手

に改

、検いがき

いもてつ要
はるび

は試討てあ及

て

託

幅研る、。受

、験す

広究必

的望が究の

く要要研費

な査る題算

確調あ課積

握対討に

把の。検等

取会 通 の体北てに該 長

か道るり議 達 う等海い

検 に 、ら立が組で ） ち
委業べ討 基 研の農、む

究

課れ き

課託試研きさ づ

受場課題な 、

題を験究

ま 施

討け受題のい 実

検

研討討ま を

会て託検検

題

でう究会と引 希

議行

討究者

検さ支農検研業

るが改会要、

討れ庁業

調費

」仕実良に望消

会

す及、査者

、組施普は

が 月とるセこの等 ６み

タら象含 のな試ンれ対

っ験

機支れ 研て研ーのやま

る要家関庁て 究い究、

調
題

題。望畜に研い 課

場、選査
は の施験きの

新 定て新新定」
、 選し

に当始
研 にい研たにに

い試基課たま
究 つる究

流、 本 て験本題りり
基

画 究画選通翌 計 研計を

うし加２ に の」定・年
基

成実関の づ ち平て工月
い 、

月滝善

二川意

十試見

日

置
設

を
地

験

金。

曜

日

」て

努と議い

に象会つ

必との査

るる等監

めす

をっ

がも討行

要と検を

、支て。

り、経た

あに

け

・究受

通研き

流庁引

す

検試実議評き 望

加ニ

要をけ る

討験施」価受

さ研

うい 度

れ究領道行て 年

て」以

い以外。る の

のの 年

な下平の）も 前

い成機
関開が 度 も受

時っ 月

の託年等催あ ８

究月構期た 末

が研４も
６ ま

る」３成が。 日

あ
い 検調保加究な

と日員

は衛、ーも 討査健えニ

業検が 議、生農ズの 会

っ 、町等試討あ 」市所
、対場のた ９

村を験会

と支集 の

地象、参。 月

農し庁範

域
技お係に 業

業て関囲 農

施係

術り課は 試

従

てや庁 、 来年し者支 て
究 年 ら月い消研 毎 か３
継策る費

続定も者ニ

をがズ に

的。の等ー 月
討 庁

実下対参検 本

に以
施象加

監て」 び

し新にし会 及
４ 支

い究査い、 各

て研

業ズ決

工ーを

る基をな

、討す

者検定
く

結研研伴き

査を大

監
》用施下

果修修う

に

い付と月 で

宿設専回

っ

。農りな 申

うけなと

査

３

）改し、
農こ設室行

にる施温を

験精業とのやっ

試試、

。

研研算資。管実た

験

、が、 験

究究に材理験

た加産 長

ンま参生 場

セ
、

会ー、し農

タ

改

、体。意

ご究は団た善

業草お試か見

と農除に
に提

精資剤い験ら》

の

も本行い月 庁

算材、て

と画た行

の計っの が

、」。う試

試受い滞

書等意って遅

書い験託るな

」が見て

実載にな研研がく

に記
施さはか究究、受

め 研研
と 験託

ま 試受
り

施備技て

泊を門っ

究究

修も

がた研る

設え術い
あ

利験とが

効試」の

有
用場

技。

れお合た

さに総っ

及室

なは研

いて術

てい

受受た験びな

のの当試
て受営の

託託っの運ど
つ験

当当も託に試

にに
っっ経価い研

たた、単

はごつ施

てて費にて究

受のての

、、とい設

は
費算、か

体託精はほ

具

農すさ

内試農、要示

的

た

がの、業るれ

訳験薬
託料材費金

明受肥資経
区勘を

か単、のを額

ら

妥

なの壌分案、

に価土
当良とて当

っ妥改ごし
単定の

い性材の決性

て
託

か検の価す検

ながそ

施の費

予れ、っの実そ

。託計積の

定て単た受

験る費画算精

試いに

の訳を

場。諾の書内算

協をと費が行

と）」経
算らこ

議添記ご予明う

のさの額かと

し付載と

なな

作上れ積」にに

て

い内にっっ

成、て算欄

込
っ 受申

行 をの
を

し農

にす
、 るを
後 すみ

た 託

業 たか農 っ者
央 至る

中
さ場 等出験 由提試 理ら

行
業を
農」

い、修 長 が

が
指る
術い

技て
、っ
者

数
対人

を加
等参

者、
導

経訳が庁

なの内道、

象

ご明務や

由費を業舎

理
のか理修

、とら処研

等
算す要宿

過積にに用

経
訳こる施

明内るす泊

を
明。費の

かをと経設

ら

討

るか勘理

すらを管

に

さこよきを

っ討他にべ
受あわ

。れれりで行

た

費にい

いに託るな

てら
金かま

いずのもま

な準

受

業をわの

農額か道

る
し、費

材出ず託

資算ら

る訳はてて

係て申の

に

る

受部の及、おい

た政

精件ずに

託長みび人ら

究提、算費、も

研にで

賃たか

実出そ内、まか

る具が金、わ

施すの訳

託ず

画こ体明、受ら

計

なか費研、

書と的ら旅

に

のが算

課な理に等究予

て等っ金終と

題っ由な

か提 らたへ 明れ

名
、 っ研れ な託さ に受出

書農

な込央

い申中

て究
い

八

にが

各場
、験
は試

」業

泊を
宿数
の人

期集
長募

てつ

とすしに

こに案等

す監

と定て

と決い

。る と

受るみ価

るい込単

も

単って

試、あし

託がの

がて額了同

研価たい

験

に

目る明いがし様

、い

い載と、

的がらな記た
費

予当にさき経

、、か

験は
試長

、

算該なれは

長
場、

取見
が意



４

いと方試

平 て研。電式験

成 検修話の研

十 討用交導究

四 す宿換入機

年 る泊業の器

九 必施務可の

北 海

改

電電な能意研

少可善
》用

年年話話くで見修

換まる宿

度度交交、あ

業業たに泊

換
務務、も施

道 公 報

の調

年 積理試度

験はに度 験 試算人年

月

に 場、つ場

４ に施いお お設て

号外第

平平平１２３４修

注研
泊

成成成専平平平宿
用

門成成成

施 技

号

お
に

場
験度 試年

月 要設の否取

二 がの委等得

十 あ管託をに

日

。業当合い

る理に総つ

委て勘

のっに

務た的て

金

料、し

託は案

曜

つ験委

に試、

日

のを電か設

い場託

委委話かの

託託交わ有

のし換ら効

必て機ず利

要いが、用

性る総こが

が試務れ図

低験課をら

い場内委れ

にに託て

お設しい

い管はけ

い置てな

る て理、５ １

、１人日 は人１

当 研人で６ た

用ほ能り 修の可

平 宿かな７ 均

施、や宿 泊に月

泊 設調必８ 者
数 理要

部人と

度の

年年年術年年年設

総総総管 度度度研度度
技技技業

は合合合理

修
研研研委

２術術術務

、
か
かははは料

月修修修託
積

ら、、、の

１

間が

３９８年週週週算

数 研修人 る研 け

以間間

人 門 人集 加専募 参
修名

研加 移参 術 推
の技数 数

要

は規必

てのの 数 修人

話検

務電を

業、性

、模

に信る

態受す

実の討

の

あ

た、が

じ数要

応件必

てさいい

算イる

積ダ

、れるこ

１てもと

日いのか

たこあ、

当るがら

りとっ研

のかた修

受ら。内

件職の

信、容

数員見

がに直

よし

屋２し９

をい

数人な
月 室
）かも

の月あ

理置た

管配っ

業す。

務る

１ をも
委の
託と単

２

コ切

内４４２適
しし位

スな

範ーーーで

のココ

囲スス

７ー
コ
４
で

内い

技数
人 合

集 総募

ス 人修人 ：研加 位参 術 単

ン

るイ

すル

をヤ。

）数

機めをこ 長項た等た

こ

を必講に 間器に受と 期
用使要しよ 使

程対ど

件るな

度応に

５
とがつ

用監

験記況結

にか試前状査

定す研４に果

販代予に

店店価る究につ》

売理
が証格こ機掲い

、て：

３ 委い人

、
料が
託る）

改

予て意購ま、

付し善ど

て定定い見入た客

し予

機性

い価価る》機、観

な格格が種

るまっ１試に

物いな約

場購がたて者験よ

市品

究購

価入、、いと研り

格決他機な随

査
成監

平

》研

８３果験

成年結試
究

年月

す研か使 し用ななり 度

円デ な
いる修っ用 て目

購）ン い機

入シ も
あ器幅額グ が増金ト の

ラ 装

フ る

万 置

名

のる監

１明をと器げて

し等定利試査

者書算。
るに研行

かをす用験を
機た

い付際つ究っ

な添
とる値て器。

こすのい

にい

理と率つ

をこ引に

種の
しい、

とつて

由。

算具特選あ

いのの、を

機

の定定体定定る

も算

なる経種

がにに的すの

ったた調場過選

あ当当

に明の

たりり査合を定

考他容あら仕

。参、内
明てにみ

と官がっか組
るつ

た署らはすに

し公

機種い意機入

値にか、

書種選も契器し

が定

、い

万にと定の約はて

あす大る

円機の理がを

能書っる半も

以種性由

の定、にた場がの

上選

者多

機理価記。合１が

等さ必のい

器由格載に

、

、をのれ要代が

で書

理書店物

そ添比たな理

の付較

取

に在の

降現器

以日機

て当

ししに

得有得

取所
研も機

験るり

試いた

た
器対定

機を選

究の種

よめめ

病にたた

ウのる

診ジ入は

虫る購に 内害

が修

及ガた研

断ャし、

イモ、等

びイ

九

機講

グ害該受

モ被当を

随は成

てて平

サ防

意、

平

を調、

約場度

契市年

る等成

す査

場の

び

はを及

に容度

合内年

おに他観い
物算平

、積

種か検

率けな機点て

引

す

調購てとら討

のるっ
実な性いる

査入いの、
比ゆ要

容績い能わ必

内

あ

明をの較るが

が等も
考あ十種る

ら参がを機

たに定

にとっ分選。

か

類に品

った。行委

なし

、行でをよ購

機しが由

て決

をそわは添っ入

種

て具し販定

特のれ、付

に

す由い体て売書

定理

ななれそ

る等な的いさ

要明も機いての

必をい
が選ると

がらの種いこ
め証

るにあ定たを

あか
のるた根、明

もすっの

が

ち監討

うに検

の象の

っに

得行分

取を十

、査

れ

が。わ

格た行

価

器す 上い

以な

円い

万て

策使な 容セ対をる

レ止 成

ュ験す、

チ試用ど

ン

品調

購書

利

定明の

決で度

入等年

い引こ会

て値う員

書ら

採置

いを。設

な率との

者る

にこ。拠１す

用な

随類

いに明と書

つとが

契添

はっか意を

てなら

平
、
で

の
も

の

、てに



務めて

事たいい

たおな
て

が年し

理入用

処購使

遅度

北 海

使にほい

検と用等めて

しよて用左とな

討にし

気さど

なりいが右んい
用

っ期い象れ使

か長な

た間状る

道 公 報

め必十用設

たたい不使
だて場

の使要分し置

も

を

判しのっい所

と用性

い討たい十

断て検たな

し

号外第

国解よい別究

がにな研

指さ使検目

の除りのの

試たしにを

定れ用定的

験こてよ達

号

て
し

平い 成な 十い 四
年
九

肥円

れにい

布
額 散

金 合
入 混

料購）
万 機

こ使況たし

らも器かて

機円ロ円

ア金

入ク入

購）ッ購）

額ッ額

金

プ
ッ万 万ピ
カ
ー

め分
た用へ入わにに員

円回固

たなが
薬金卓

式入式

）転購定
多

剤額上

散

と

心

）遠

塔円架

布万本

地といりし
目運いし又

不台円ア
金

和入ラ入

飽購）ミ購

水額ゼ額

透金ー
測 性

定

定装 万万 測

置 器
５
に定がかれ人

月
二円 十購） 日

額
金

入

金万

曜

日

な

、使平はらい

技わ使

月購か

平用成４、

成し
て年に入っ

月用度。

年い５使年た

購るお

及かにすに

度な

しのて

平た入もい

びっ

たで一

成。

左が
度、っも

年があ度

入右手

がミのりた圃購
のしさ作

、ル細をり場

用石たれ業

設ク菌制使
ししをがるで

置を混限
をたて取、た石

し製入
し防こいりそめを

た造
屋てぐとな除の、除

部

し

におたかかく使購去
後て

おりめらった用入
気もい

い、、、ためが
成象臨た

て当部１。平

な病たはか豚
人該屋年

ををか害が新ら血

的用

使の

達行っ虫、発、液

剤病用血

しったの薬の

の剤感害し清

たた。薬

い離

のみ感受虫て分

も

性検発なを

とで受性の

う

断そ検定生か行

判、

必なたた

しの定ががっ

試使た要か。め

、後の

麦降

国指の、らな小工

当なの雨

の定た国、く

購指該っ雨処

寒さめの

型、入定機た被理

地れ

調よ

牧土し試器。害に

地使査る

草壌、験を

のの

した発

育不日が用の穂

和ほ除ため芽

種飽間解

入定

係透どさ研購検

に

ずし

術ら用

る水使れ究

すれな

得そい

習、て

を

。

要わた

必行っ

るをか

にこ
たた
っっ
あか
がな

とし

一該こ用

は当た使

度機

肥て行特納あ単

っをが
可た契

料いっ定入っ価

がい業能。約

、るての

と

工ミへ以８状時こ

薬

等業か

ほルの上年況作

６

乳ク立に度

監

い験料結購

ど払試肥査

好お、研、果入

試良な

務

研な、廃究薬》事

験

めなっ購

究状修棄に品

こし

的し購突た入

験用
なて入発

試受試う

善要遊の行

改

機験講験こ

意試性試休
研器研機研と

見験を験
分究を究会究。

》研十

たよ

試係用たがしに

究

たとわがり

験数しこ行
のな
障い
故て
し

、

地測

を

、
から
かか
もと

たい

同たに業行

品、る者な
約がて

資じめ契者っ

、

な

、署事が他い

材部、
同が中いい

文が務集に

日雑てに

具じ繁しる

房
何なるか

のにといも

等
が

事もてわ

入度っか

購

必るを繁

機態理等係等

の使能要消対雑

器で不

品とな

状用あな耗象と

きい続等しっ

態でる手

、い

常るはきのてて

を

朽と入購る

によ老を購
つ手

握に化るに入

把う
、るたとい続

しすしこ

農機を機

故こも。てき

器検器業器確器

機に機

使す適

に討に試の保が

、い場用る期

つしつ験

と使

て計て間にこに

い

、管た。用

は画はで当
、き

試に各理りで

、的
研入業す専る

験導農換
験な的う

究す試る門よ

穀円澱円

用
使
め

のる

用入価入

物購）粉購）

燥額動額

乾金自金
測 機

定
装 万万
置

大円

循額
風金
熱入
型購）

環
乾万
式
燥

、

は入るず

務購いら 機

求が定

使請の特

、をも

者

署、っ業

部しあの

用
の課契

ら務。に

か総た

中

にの集

求そが

請は約

し。にに

障との等

よ都

監

のてて

もいい

たつつ

海行

い北を

つ、査

には

速務。

、財た

は道っ

て

スこ場ど技予

か則

や規

お有の配

ケとに、術算

利得、

ュけ効習当

ジ。

を必入

ル保用が購

ーる
るな約

のや図要契

と有
うのの

合用よも等

整使
討つ務

を状検に事

性の

るをすい処

図況

い

お馬らめて

にかたし
か

てし理用な

い鈴管使
た

度収にきっ

一ょ換で
故

使調り、。

も量よず

たしし

しの得障

用査取

いめたた

て

わ入
か購

末

前、度

以ず年

月らが

算処な

予務に

に事

一が理っ 〇

し

されめ

当遅た

配のた

手る

務入い

総購て

り度

基

にに

行きの

が続も

課

理

な売

る、

すき

繕づ

修

速

と互必はを

と相るて

か

に把が研や

もに要、
。

必しる等に

、握あ修

も

かの、期

な他が時

、

場の握

た験障把

っ試故 に機入

たら購

れか、
。 かの度

も器年
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平 て見にも価が

成 い積試発か格あ

十 る合験注かがっ

四 た もせ研しわ

年 の等究てら万。

九 がをにいず円

北 海

８

印な

毒得印試査と

を監
果要刷っ

劇ず刷験結必

の究》な物た

物に物研

か

、量発用印の２

は残

料部注月

１が注資刷発

日出に

道 公 報

第牢を善

監局改堅し改

な受意

検査毒長
劇 査結通

保け見 物 ・果達

庫硫

に 分》）号管た》

い 用び務に酸

つ 析及農

の北部施を

号外第

７

等反導劇

の善入の毒

改
画品、復入物

よ意計物

に》的の購的にの

う見

継い理

単に購入、つ管

品に続続てに

価物入手

契

号

約と務

ガ契ま事

りを約
素

ンるて簡

リすめの

ソ
灯と者・

、こ業

月 あ行係る、未

二 っっるが単満

十 たて成、にと

日

会稿稿り

。い績原原な

に取仕競

い議のの、

な
使り上争

金

すとっを

用まが性

曜

課を順保

るめた確

日

たつ等数を後

題行番す

定増

試場いをを決に

の
は象確す刷

験合て対的
把時て

使、とにるし

で

る

す牢て握点い

用堅し

保印て、も

るな、しで
な刷が

要管刷い印の

必

り

小に購い必あ

最庫や

毒海長錠、

て

限施入要

達上月

、 劇道通の１

は

上

品 を農、、以

物 物立

象試成管に

管 対業平保
すわ

理
事 と験
等４こっ

務 し場年るた
と室

扱 、に月とて

取 て

要 管お
る付れで

領 理け日さ内

討い

約を当き的検つ
の

っ改購すて

に購たのに
す必

しすて善入る

適入

いこ、つる要

てるはに
済て品あ

ると経い物が
つ。

もよ性検にる

にに

て

か、競すい

かりや討

効
ら務性必は

わ事争る

きす化

等で示率

油がに
る

うこと図

よるこを

の
さりと

反とよこ

にとに
き

継てよで

、れ、が

復
、価が

しり安る

続おり

め

とた契た

ごっにる

て

にて見

研合しの

の場約
せ

料、る合

資はい積

究
し、を

つ括め等

に一た
て

は契件っ

てた１行

い

の部、

毎がたい

、約当

況をか

量の状数し

の錠

つ確、

払、に的も

を上

て把初

出管いに当

い保

査し印

こる監握の

すす

行い代

ととをて刷

とこ
払たいり

、っなよ

し。
出。たも

品農い管

昭 状薬けて保

に管改るし

和 況

もい

年 つ理第にて

４ い要

かる

農 １ 監かも 号 月 て領

を和らが 政 日 査昭わの
ずあ 部 付

長 け 行

使た 通 局 っ年、っ

達 物 た

者 ） 第 。月用。

、簡確が経

ずのを要、

れ・する性

こ素保あ済
率

行率観効

を効る。・

図らの

てをか性

っ化点

か

いこ定点

なる、観

い
が積、

の。見ら

もと時

格料

給価価肥

供単な、

けに期購

受約をの

を契
る写

物っすや

るよ待入

つ合との

に場こ真

品た
き・

て年で像

い、が現

年でりな

、の、プ

は間

定の

時る予も

同きのい

期に
使図っ必研

や査あ

性監

員

数果用書た要究

部結
的購のの

の》目の。性

や納と

、、高

後め割
妥

９

む品な

つ印る読期

注にな購定

る用い刷よ雑購

印す使

し

物こ頻て物う誌読

刷
のと度検の計等

に 日が
出 き けい 出づ 付払 号基
、 納農

毎こまな

期善面るの

改
刷添年とたい

間意印を

短》物付同に、よ

が見

あ方単

いのす時よ安う

。導約

たの契

っ式価

な使使払用納契

れ・令

日

用 外い用出紙入約

海

頻 出ま頻決期
限が

たン

単見まリ
張ま度定

よ量契等

に数、ト

価込
し出

る １と外

す円海

イ

当や入検論

の、張

こ 件

に入当をが

性購に討文

い数りず載

つ部たせ掲

監根使購れ

ての、にさ

をが目し雑

査拠用入た

っらやいに

行明的て誌

て
。に入い

たか購るつ

的種い

作。が討契画の

いる金に類る

成低す約

び書

当会必額発及図

に

が、事数や

た計要は注

要

て票あ一務量必

っ伝

的取つの

は等る般をに
度

経つにりい都

、に。

性て期め購

済い納進て

る期り易に
のはがる入

る

の注なに、にす

も発

注つ定こ

がにど発一予

った必すの価と

あ当、
印約を

たっ要る契格。

。て部
は数刷と

物的にて円

、を物し万

購にい争満

品確つ競未

度

入把て性と

が が の印が書

適月 円 低 報刷低

切 い 告しい×で日 前 書て会

なで

る伝い、 円冊 渡 にい計

等 金 いも票納 ×） 資 つ

を期 冊を 送 ての等入 ５
・ 全あ印限 ）、 金 、が

物高 口 頁っ刷を 、割

座 をたし

と

売印 振 カ。て月 品な

の と 予

告

さ 定万報

れ 価

書 て 格

に
つ 円 い が

で る
以特 １ 、 円て 、 が 万い

契 な のの と 確 上段 者 明

部て を 算 約由 約 積 契理

い根文

ての論

っ数、

な
明に

が等

い等換

な拠交

ら使

一 か用

一

こし

てめ

った

なる

にす

。い

点コいとて

観、短

に割専

らーどる

かピほ

等

刷るに誌

印よ高門

、

やこ対

法成るを

方作な

し

十理かと

を管と象

等

はをす

にに、て

分換ら

計かこ

定の、働る

決握
的るに

に、画せと

書上
事うり

刷れによよ

印こ
をす１

の行務に、

物を
めこと

付こ進る者

配う
原。意

等。、と随

先と
明稿契

を

替 ラい

印と 決に 請 ーる日 払刷

とて 書っ 書 刷し 定よ 求

てい 作 １ す

る 成 万 る

な こし と円ど て の×、

要冊約 ×る 必５契 円い

が、か 冊の 性）日 ３も

いく 結 根 つな 締 の にも
い な は頁 て が て全 し 拠

積ー も ま 見ラ る い 、カ
あ 、 せ印 が に 合で の ま

よて た 算 にし っ 予 等刷

い部

な当

い該

りい 。 現

検よ納、

が指

のを

も分 適の

の取が入

討る期購

発どと要

、な切必

上得 う

にり行

か取を

らを約 ）が

書めと

たとこ

しま

物っ 分時納 、あ 十臨ら

受。 検員ま 品た に職期

、る 額

さ入辞の

討用で

業を
を万 者
決
定



被課

もい事務

アイアイ

。用業職

被か平た業事
の用員
服 服か成

貸 のわ

業作と
付 購ら年作の用
規 入ず度

北 海

い監監

と被う事査査
果服

す服北。業を結被

のっ》貸

る、海）用行

業職基作た付

こ作道に
服程

。服員づ業。規

と
等被き

道 公 報

研を例な定図

善性に

改
見書究十規い期書

意図

行購

》の員分集か刊の

討購総物入

購の検のを

に文す入合のに

入論

号外第

業定遂し購組

る年務入

も

数機

月 の務期行て入織

がと刊上い
がや

日 あの行必る量構

のの適職

付 っ関物要も

た連の

号

定
平し使ほ

成て用と
十、頻ん
四度ど
年の使 冊 九

て
程 に、に服業し

低用

理購等作
に お特管の服

づ ての換入に業
基 い段

のい上
く 、理に等つ服

約がり取て下
作 契由よ

購２
服 年な取扱、を

業

ましが入万
上 月い得い

下 日

の 及また適の
予 び、ア切必

購等に

円 算 納２ノで要

すとづ

取貸入」基

の服
被う被

及規るいく

得付
と）の

管」服。服

び程
理
つ和事対入

に昭、を購

業象手 い

等

北遂しき

て年のと続

当がるに的購当

海行て

検にっ

た掲こ当に入た

さ。っ討当て

っ載とた
上っ、

はれてのたは

て

員

使雑、、て職

、たは

の要入、数

用誌必購は
る務職

的該性す業や

目

の

購部使こ遂場

や当や

あが切員

け

入分用と行

を入るあで数

構 。性購

いら

第 認はもっなか

造

め、のた

がに。み

い期ら、 総

た定限て 号

行行て要 企

刊刊れ必 合

をのる量 部

物物い数 画

入入、上 造

購購が以 構

単 月位いし

二で例な

十購規い

日

交 て追車 しの動 入集自

るを通 い録

金

、入係 が購関

曜

のて社 そし、

日

で 要 期件ラな性 必い会

分ク明購 求 がにッいが
ら入 単 同

し 価 じ割
のてがにて は もし着か

い はい、なる 、る未っ

用いとの １も使て円も
っあ のがのななが 件の
約っまもてっ 契あまい

道上、が
とた保のいた

手で

令要入切

訓必購適

応続な

第に
以購貸

。てや

号じきい

すけ

下入付
等

貸業況

服作状

被るの

必況

部を頻。上状

付服

のど

の定の要な

数指度

る考

拠てかあを

根しほ

のし

明入代も慮

を購、

限、

かるでにて

らす替

す要

す合る定必

に場き

こ小

こは価る最

るに安

図 革

しに業の 改

と、な

を 進

いると書 推

て係務
連入 長
務関購 室

る事の
納
正をて 出
適性し 、
の

がも 長
にめる 局
化認い

）
ていが 達
いたの 通
つ

の関 性険 要る保

」刊あ

て規 し例 をの 討等 検係

のを も録 い追 なの い集

さあが

す。管がる。 購

。

にてた総

きれっ、

べ
払る等試て

アイ
た産

い 生取こに験い生

載が。物

に 産引と掲場

程つ

規等に

物の」

と下て

」以い

結積

エオ生試畜査
家監

、物研牧果算

め産験、

用務基の究草》方

使事

図と限
す職準売の、法

数

必が部

の書。の

。そ
要他

済使

被事経

アイアイウ

入入性用

服特使業購購

予のすにを状

貸段用用

行っ に

付の

業購

成を。 り
平物た よ

る業はザ意

オカキ善
改

門》

年業服臨、専ー見

度務上時試

あ入 が

の上下農験技１

臨
が
ウエ

。い たて っし

の

つ 等た農

帳っ時

台あ

されり売

い の実とさあ

」 払価れる、払

て 売例

い格て市予い

平 にい場定に

格格た

成 係市る価価当

る場が
参定、

年 予価、ををり

定格同
とる手 月 価等じ考め相

は、類し際方 ２ 格）種

羊等

付 、需のてのが 日

策い程毛が

る員の払過

切

期臨定に等、適

時や

いお乳で

を時につに牛

案業いてい等な

勘農つ
能検生売

し技ててのい

等すさ方

適員討産払

、
対必た及

ににるれ法

期

る当考況
入す要、び

購

の業必た慮を

規理定作

にがな服要っす明

程由

こか

基ない等性てるら

明、とに

づいもにをは

はい確被。す

く場のつ

た

服に、てに服る

被合
、業る付め

には農す貸
と程台

い安試こ規、

つ

術万

に場。に帳

て易験

前必、業場

年要替技ご員

度性ズ能との

の品及円 末がボ員に普

購め、作目活） に認ン

異及び 入ら防業が動及

な服となびス しれ寒用

修ッ いい等しっ研ラ て

購購い用ク る事をてて

業
の職入入たとス も務

理が

管員

る能

よ技

に。
て使

れに

わ用

行業

が作

農い市引

いる

なす

い用

け給

試価り 農 農状畜る場取

、物験格に 改 業況産

畜数で場等要 第
産量あやのす

）のっ実把る

方搬 農
試多て際握運 号
等、取法経 政

験寡もの

や 長
にをイ引が費 部
場

タ例験委 通
お考ン事試

手

るしーを場託 達
け慮

き

る作あ、続

するが稲
つ

と服。菜に

こ業る野
監

購、て

の花い

。等、
の行

統等を

の物査

入果

取物。

な作た

的農っ

一

くよ

約でづに

契間基等

割換服管

分理被る

を管

算つ

な行予に

しをの理

とど求て

こな要い

いう
効を討

有価検

。、単、

利参す

が員ししほし

あにててかて

っ対いい、、
様一）

たしるる仕同円

書のノや人を

。、もア
ッ価対入

庫がラ単に購
作て

整っクにしし

のあ
や。帽大業い

理た、も

雪、な上も

除子き服る

服

め業

た作

等長差下の

段

況特

状、

用を

使等

、
明の

が

一ら理

二

販 ）

っい

なな

にが

か由

ッ査と売 に
生てネ調ご

い
物正トしにに お
産適

新いなる

のにやて異係

り、め聞るっ経

売て定 う等

行豚

を、

い牛

扱や

す要

をと必

用考る

たの とどる

こなあ

るるが

図

が加あ

の靴異にが

。。

っ、た

目にあえっ

名等
て。レ

、いたブ。

でつ

用

い使

な、

いま

てま

作 のす

も



善す

改

平 費加額い意生る

成 税算をる見産と

十 抜し切も》物と

四 きてりののも

年 の決捨が売に

九 価定てあ払、

北 海

民のよ消消い

約にアイ
税定
て 間時り費物費予

に売相価
」 会点売税品

社で払

額に
平 を価価係払当格
成 相格格る収

道 公 報

○な通予装て売

つ包し
い

て 円い達定容い払

い
等いに

」 程もに価器な

度の定格

のる

昭 でがめのをも係

和 あある決区

号外第

がメ

とにの同の

エオカ

う格合あ

玄、取と価組

クいもがにっ
ロ 米ホ扱

種 売レがろなおた
ン の

子 払ン異こいけ。

号

慮し

を大考と

費を額

ウ
し小てい

算、して

積豆
て豆決る

月 格すたっい取

二 でる金たに引

十 積こ額。当事

日

しとをっ等

算と）た例

全っ定は考

たな算てを

体てし、慮

金

格る当期た

価い、適し

曜

金、単市合

のが該の場

日

を取入をつ

額消価場に

方決決扱に加い
９ 手を

は
３ と定定いつ算て

年

てて、
月 すししがいし

るなて適

日 ていい切はい

付 んまるで、な消
も税
け 菜まもな消い費

が税の及
局 及生のい費

第 澱物あのがび
総 び産
粉のっ課あ地

原引た税っ方

るっ経定別が取
っい

年 」た費にしあ扱

た積たが

６ と。を当て
１ て算っ算。適

月 し積
てはるで

日 いしてす切

とい

け がい、こな

付 る

農 、な

改 い農」

均物さ
第 平産と

的等れ

っのめ

の いがなしたる

売 に設

払農引

払 当定て売、取

りたたい業価

い たしい

同」

当 、仮。に協格

に
り 業金た組の

た 農渡当

価、の態

、 協のり合実

同

平 組格取や

参格価査

均 合を規引調

なのすの

い等定も

的 に

でっ

試類きあ

い豆べが

が払る。

場売あた

験の
か

た当か

っにも

あいに

費に価は

、ら
りわ

。た

込払等調

当税売格、

に
の量考日

金み数を査

該
のを慮や

額
単乗し調

価じて査

予正所 の
」て適箇 分

円価予の に
１定な等 ５

満を価体 当
未格定具 相

。費総

料き。対た消号
に部

馬しと税務

用渡象

る、

し行る係長

鈴をな

務納

の、、財出

ょいが

計長

払日定会局

売後予

務達

に相格事通

い、価

取に

た方積の）

当手の

払い 農

卸売て 号

りか算

長

価にが 部

りいる 務

売

る装 達

」け包 通

格お、
よ

拠装器 に

根包容 ）

の

等係 、

明器に り

が容等

かのる

ら
卸 照考外格日

に歳経 農

しし参が

売 会ととを等
と類

価 たてて考書

り し

が 場る定す上

格 市い算

のる」明、 価もする、
しかお をと」とらお 格

ね 考あとてにむ 参がこ

とりといな

し、しるっ

定、
予ず

て試、がて粒

売度
、年

は前
格に

価単
け績
お実
に払
時売
払の

る
の決格的 す

市格
る価

容

数し積内 額
端定をな

っ

２１
第

を金て算

契刊査行行い

監刊刊て

象のの。

約行対物物る

に扱よ
務が事作作

事物

たに、

売の当いり

、ら
６

、

契知りつ消

払通

道作こ次
し点予

市監道の成うの

定配たを算

町査民策、

主環し付刊主は

村のの
眼境たさ行眼経

、

積 等

っ科を 物

な入費 産

２３４５

いにと算

て目

査査

監環監平監平監監
の対

査境査成査成
の の生の

法部

対活対年実年方象

い験、い当
象部象度施

格業いり

る場規農なた
１
第

のと外協も○

もご

１

生、予査査境

し監監環

価概対活

産引定のの生

場の

のし格要象部

物渡

等の
格割
価９

定たる定

予ます予

を討

成成

格予要格

価、必価

続務

は効の手事

等有務

切活要の

適に概
事に

行さ成れ

に用作流

ていのい

れて務つ

われ

）、

るかれは

いる流て

。本

か。

が監的

道に計れ物に済

す、環、査、

立対画、

実率

等る実境経を効

高

し活性施的

学関施生済

執

及のた行やしに

校心

に率。行

び高事政効た
れ

関りの関性さ

６ま業
、果る考て

係や成すを

体道、情慮い

団

部年期月局

要ら対

局出度必間かに
実

関応成、

機に平し

先
をじ

月査

むの７監

含他年地

、もで行

）度まを

。年

売をの所

納象と

出対う

に刊

いう定の

払行決管

検た環物

当う当行

によ
すて生つ

っ討っ境に

た
必、部て

はるは活い

て

の

がが費管

道要消所

、

価あ決

算定がの
積あ税

当

書の。に

調格る定

定
おて

明にっ

に算た

等積
す運包

にる、

かけは

ら

合
場

の
庁

こ費容

る搬装

、
と

る
み

で

一 お

三

を民各報のる

次
ね

む
お

施供作。

選生種提上か

の制さ

しに策や成

定活
容の、

訪け内度れ

、お
に知効

調ニ等周有

問る
るど活

をズ係なに

査ー
種利さ

っ多多に用

行の

局）と
。化多用れ

た様

庁行

支刊

各、

びに

及も

相刊

を
等

況
状

用
活

の
物

に

た額物

し。当行

算る
にて

価切い

定適つ

予を
こ

いる

づす

基算

に加

格

販等

と、器
売。

、と

て
適

料を

数算

手積

売の

。

こ

的う

一行

統に

の切

等

と
り
お

と
の

扱。

取と

な

る

進のれい

が様さて

な

物るな

中行いか

む刊て す
握

把

、、

、ががど

で

定
決
を

格
価

払

、
め

た
る

検
て
い

つ
に

い



結 境構査 環支合監
３

第
及 活比果 生成

部庁計％

改
び

北 海

交 比金 成助 構補 支合区
分 庁計％

団
付

道 公 報

はで
なあ区環 おる道 件

作 なと生 、。が と件境

てっ分部 れ成 っな活 こ
のは おてら又

号外第

２

的刊直行査

査目ら刊監

係行に行接物対

物に刊

部

購る物沿物又の象

品

支成局

入事のっのは作

配付庁・に

決務作て配

定を成

号

所上

平刊要、

成行経課
十物費長
四を等等
年作をの
九

意
善

成検決

見

－

冊 が・ 体本

作子 成

ンッ たパレ し
刊フト 行

ーッ
リレ 物

フト

入 、る・ 作購 りい本

チ

ま。冊 成
方し た子

別行 監パレ 等刊 、法た

内物 査ンッ

対フト

局ーッ び 部リレ 及 象

訳
内

所フト

を付に等購お

チ 別 管

容

等理依、当を入い

書処

況作

のす頼使た経状て

等てし成

送るし用っ由

は

を課をはて又

付。た
はう配付道

受等行、配
先に外

た、。付先以

け

数付者

納納、送の

出出

はの量すに

局局

月し討裁

二よ後を

十う、受

日

約

る購契

す品、

と物け

等決事

課入

金

、書を

は定務

曜

行作当

刊を担

日物成す

－
－

－

ラ
シ

タ
ス

ポ
ー

の
そ
他

助シ 訳 補ラ 内 の

タ て 受ス い をポ つ 金

に
は け
てー

他 がの 表 体そ 別 団

、

作

、検等る配

） し

掲 成

後

る

行終決す

刊査を。付

、、と

の後後こ

物了定

的

に該便目

成当郵を

作

物送購

る行託に

係刊や

た

及受よし

約をに入

契
納

作、出

のしる
び領り

原依

的にに

目れ局

成こ
性印る

要、す

必稿頼

、
書
、様
量仕
数物
、刷。

作

印作な

印印印主

ウアイ

刷物刷成お

作刷刷印刷

の費物に物に、

成物経

計

数

ちが意作根の

善アイ

改

成行

、あ見成刊拠作執

物明数と

内っ》数行を

刊

の計 た

容た量

と

行
物り
お

あ主

印使市可が自

アイ
な写り作

刷式用町能複

たにも機、成

経典し村

品、本行

納し、刊
費参

検のかは

のそ庁物
で

作が経印間

アイウの

の物、

成作作割部費刷

とに積の特

数成成高内

の
期付
時添
成を

量数数

１
、

の物果

算行結

予刊査
監

のつの努全

済作
経の》

成つ中い内め庁

量作に

利

つをいにて容るで

に

かと用

い伴てはは等こ

業紙付ら。で

てう、配
をてる

、務質先みき

は

印

容託の厳、軽

内委等

係係す印刷

やに関選軽
なやで

用るかる刷室

利

や。にのら量な
頻経ら

成につな

作つ作かにら
てよ

数てにすいい

成い

、に

等たこはう

量当る
成る

らて。作す

かっと

軽配にと

て、前こ

みは

等特の
刷先付

印付配。

考がをに方

が加こ参の

へなとあ活、法

高者と

活

なのどしっ用施を

く

て概用

っ配かてたし策

単付作要す

て付ら配。

必

る目価す成やる

いを
高もる査要

的がるす調
行果あ

しいの刊結が

と
ので物報る

たもま

成の

が量量な配算作段

す適を理

適にのっ付が

討いる切伴由

切つ検て

なてがる事でうも

でい

託く

い、不も業な委な

分が績契諸

作十の実い
でに費

時であ書約経

成

が

配った必お率

にあっ

先た数て大

付た。要い

的仕
率、
効法
、方
的成

つ量
に数
行び

執及
な様

費作ど複は

つ
てに

い等

予機平

等に成、写、

度
踏い価算に成

をつ単

まてがのよ

く率印度

えは高効る年

でら

切適な的刷か

適、
数にも執足、

な切るな
もにも員

量積の行る職

に操

すすあ努のの

と算

複とや

やご先

るるるめ

法

の算方

機積用

写の活

作十

にをを

用訳等

活内

主る討

自す検

り成分

よ

同は告が
成ど、

作なし

で印

おなじ、等、

しと
」て様済業刷

りっ仕経

作の資者

のいで性務業
的に

成が成ほ料等

作る
お式て、に発

に、しか

り期用し

い典お適利注
る作

、加、にすて

て参
紙以刷成も成

表者印作

と、以経く

ごめ量、き

数刷にのな

の増上費異

の必成算て

量が作積っ

算とて当る

積要しにい

訳りるりの

内ないたも

な印の複あ

が、も、が

も費あのた

い刷が数っ

。
た

っ
行
を
査

監
て
い

一
四

、こいが

ここがるつ作

は易

。。ことて容

とと

、不

た自印

し、な

う。 な数な

能要済

可必経

が 経がのし
のの算

も量予

つも

上の費でにた

に外
の係節るいの

質関のき

が点はう

紙者減利ての

た似

の用っ類。

、

をや

契

っ付る

あ送。す

がや
。用約

た費



を不こ購の

平 得印北適と入製

成 ず刷海当が等造

十 に物道でで事事

四 作の財あき務務

年 成作務るる処は

九 し成規と。理、

北 海

図発

納がポ時地啓

アイ
タ検の用

品刊、イスに

付ンー査印の

の行配ベ

認の先トやを刷パ

確物
が一にのチ行にン

道 公 報
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務るさ委

ウエオカ

託て注業

版を業が委せ

委委契いし務

下委務、

成料託託約るて処

作託
か、に料でも作理

号外第

結契当をっ由

査アイ

監

くな

果約随す使た全も

場す同く

》事意る用。
の約

の約合る一契

務契
処はにこ

号

利事物

刷ン約行
契刊

２
成

全化等作

や用務の

機
動図適や

自がの

月 てに則認」要部

二 い係でめと領長

十 るるはるし等

日

い和出

も事、とて昭が

の務き

納 がの部はる

長

あ取長、が年局

っ扱等そ、

金

体１依

たいはの具月に

。が、事

曜

のな付す

統物務的日頼

一品

日

ラっ伴フ

さの全事ける

い託シてうレ

適部お委

で発て契のい事ッ

切を

処に

な注納約検な務ト

をも理地

いし品に査い

部のい、のが図

た数お

あ切使

署確て委が適を

が委期っで用

で認、託

いる

な行託間たなす

は
、れ間了際

くわ期終。

し領

ら印よに、の成要

品あたや

印刷りよ納が

成執先っ刊印

刷・作り

製本さ行をた行刷

・製

で仕

本業れし本。物物

印いと、様

業務たて庁

等

を需刷る定再書

務を

のて紙に

一用物もめ生
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括費を

とデを
てし刷ある使そ

け

が競みのザ分

理、の
入めのンて

適争認みイ

由カる

で札ら理・い

切

の

い適てでラも

なにれ

あ

なる１にが

さい、ー
た

も、かるっ

いが者よ

購

、年のス。

の毎らポ

て執に

合れな入

丁ら切
契

をりにる

等お行係

機
のて事

置そい約

配、つ

課にが

各用等

、活務

し

部務局こ

職め切

の努適

第を

て入又処物と

れ購

原

い等は理

なの一方
のを出と

い事部法号則

理め局、

を処定納し

務
出、通む

理をた長や

処
局庁）得

る納本達を

す
におはい

と長にでな

こ

い中の測

遠ての後、

が

いに績法

地な途実量

隔
の託告基

指も受報に

の
あかよく

しが者にづ

定
た納行量

配っらり測

た
にさて果

先。品っ成

付

用の

送たる複

託れいの

るた、す指

発てすっが

を

で分場。契る定

注、
しはをと行

き割合約こ

更可て

にて、変がっ

た

な

か約用し能い

も契需
てでいあい

かし費なで

各にの

らい執でるも

わ

あ

、もす支もが

ずる行

ー

契作みタ

版のる庁か

て書チ

金し積と

約成見

の

少る徴シ

がいをラ

額
物契刷

な行し印

額刊取

い

なおしお

のに約に

も
、る、

一ていて

どいて

印と理

がこ処

員るに

定

る

をい

務て

業れ

刷。さ
行

がを

と査

こ監

うか

行

印由

困依け、理

きっ

で

物よ

又す物刷に

難頼る

はる品

刊イ知時配事配

周行や

先計数

行ベ期期付業付

トが遅が画量

時ン間が

承

て発、の

し啓が製
期

３

るの品認

い用納

監

る行行結

するす刊刊査

務で必物物果

印る財上

物きに基要のの》

刷と

にかっ
のは関本が効刊

。

作あ要もわた

下が必

業たあ品ず

成っが納ら

。、
困委

と認納が

オカアイ

の品難託

契。印証品納

特

で取確場又期

刷 約を

原がの

件刷の段

要印も

割

アイウエ

該版あ理

に
るす同と印す予

すにこ

の

年とる一。刷る算

毎

オ。

るた
作きこデ物こ

プ
ー

見約

自依意契

り成善
改

が

施関務

実に》事

ら頼

れ明書 がの

か作握

適啓日たらの把

等度のに成で

期発程も

おな

逸のしがなにき

を

なっていい

しパかあっ

の

いフいたいても

てン
のい配が

るレも。な、
た

、、計っ

トや付あ

ッ

作、すとあ果行

ポ編画

。な期

成所るなる的時

当官則も活や

に管規る
びでに用

た庁及の用活
い況

、承要あつ状

りの
本をはこて等

基認領る

量る財かつ

測得、とに

測と会、て

のこ務らい

不の

の 定得認所は間

物
たつ遠適途

作 めしにが

で

に れ主い隔当中

成 ら

をであ中

当 た旨て地で
場納

っ 品踏ある間

た 納

は をえた合品 て 先まる

再に、せ 、 変、めはさ
の場 境 し生、他た 環 更

はとザのと執

管 よ紙刊

くに

し、。イ作な行

成
いき等に一当

てでン成

印たしっ

るるの当括た
契は

行り刷ってて

刊限
で者には約、

物２物て

い特るめ

あ以つ、す定
とれ

てのて段こら

っ上

よ疑処

ししの
も者はの

い

す生つ

とをに

う義理

が
はの

合も
場るて

るじ

集は。

をた
議っ
協あ

、

ののが

ー容る

タ内あ

ス

績

にに実

成討付

作検配

い間の

お時

一 てを記

五

い

成たな

作しが

、要録

事則査

量。計規監

のこ

っ

のの要行

果務とを

成

性適。

ち正のた

う公領

等確疑

図正に

地、用

、

じ

録び生

記及が

を性義

局は 理 うの行部合
し効

た す用の長、 の と使物

努注に品 め るに発等納
頼に 国

合めし依時 の 場

規

、こ部し検 際

はるた

。の確を 格

そと署て査

員をう あ

手職認行 で
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を検うと

きが行こ る

続

ら特由目

、か、理。た

積のなの

意見段が節

随
を由限分

約書理い区

契
取な、従
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の
、限下て

にしい版っ

法
争、成切

り競り作適

よ
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約性一やに

契

て
し
と
と

こ
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す
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を

め

時とた

ら
か

と
こ
る

い

、付

遅り配
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期に 文性い

た率な

、刊先

れ

討

複保検

を確う

書をよ

製す

適査こ。

切をと

にす。

行る

働し刷う
このと

うこ 」

せ発製と

結かて・こ

締
うよすを

よる注本。

し

作
の

物
刷
印
、

とうる分
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は施 自るる 然利利

森

切
適
き
づ

、設

年 少間 年

占
に

自

る
め

然利

家合家合

割の割計 の

合家合

割の割の割の割

合家合家 、家合家 り数分割の

在成１ 滞平

型
の年泊

者２ 用）

利度

が
少泊

３ い
な

用用合の の計 割割 家合合

含利

に泊

計宿

ま用

な者

いの －－

泊

。宿
日
数
は －－

の

、

割
用

家合

状
況
と泊

て４ っ
な

い
た泊

泊
５

。

以 単
位上

１

：

泊
利
用

が
者 ））

全
施
設
平 ））

均
で

－－

二
〇

人
延
・計

％
）

パ
ー
セ
ン
ト －－

と



家合

善
改

足

平 意

用用

利利

成 見 割 計 割十 寄》 合合

四
年
九

北 海

常厚

自然の

利利利利 森

割割割割

用用用用

呂岸 合合合合
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団

区青少年 体

年 別洞砂

利利利 の用用 用割割 分 者家爺川 合合 数

学

平

号外第

啓各会育設が

長教施み
利分

定発施、庁の十

策

に頭各用と

段・設教と

お会施状は

階
お活い、設況い

に

号

事 の成行 数平域 泊地
ウ

度重 合年と 割

月
二
十
日

金

曜

日
成校

社 年会 度教育 ）団体
官
公
庁

間
民
企
業

青らな

い動て社がかえ

十、教年みい

てがは会

、の

実分市育のても

、

村事・団が

施で町主家

っ

期いの会少体あ

時な
育の自へた

が教等年等

にの働

分委場然の。

十

いのか

討会お家き

検員

業た
事っ

のな
さや

参こ
加と

の、
績ら

実か
中募
で集

族幅
家大

、を

団
祉
福

体
商・

業農
工団体

そ 単

の 位
：他

延

て校、動な

れ学て活け

なへ発介新

い等啓紹ど
ネの

いの・パ規
ル利

も訪
動の者

がに活展用

の問
行催開

っえを開の

あ加
て行へ

。管っを拓

た、

・に

市いっ向

内

グ下
をい

プて
ーっ

ル回
対る

たあ
しが
との
象も

事り
に事
業、

立
村
町
市

立
道

人

計 ・
％
）

村ほいた

町るてけ

立
国 北

、

校、が組

学かる取

、さ民い海設 よに道つ
、内

多あらにて道置

り
程はっ不に者 くるにと

お業
参度、て断お

の

い計
て画
、の

設値ラた

施標グま

目ロ
提間

利設の年

のをム、

く歳内館

つ千稚函 用定

青年年

少少 も市

青 市

市

のン

然セ

年年修 自

研 青

北北北北オ日胆

タ の の

振 道道道

ホ高 海 海海海

常厚足

立 立立立ー判

道
少ク館 呂岸寄

森青 ツ官

年年年青青 年年

少少少

然然 然の

年年 自自自 自

ののの ののの

然

国 国国北北北

営

立海海 滝 立海 野 日道道

す

大道立立 ず 高ら洞砂

ん爺川 少 雪立

陵
丘

青青 年少少 公年年 園 自青自自 年年

少然然 然

年

の のの 山

る施 加長今一のけ

のの

的と身直青

が期後層見
でにの

能滞も近し年

可

、

日も国利努家

な在、
、しる少設 程で立用め
と自

設る市やこ年

をき
すう村い。然

定よ町す

名 とプ設家

るな立施の

加業

進るに事

促す供の

いも、画

つとえ計

にと
団定

は、祉策

てに福の

用や、当

利校体に

、学
・て

の町業っ

者市農た

昭昭昭平

家家家ー

利村

８

和和和成

度度度度

年年年年

二
一

昭昭昭

家家家家家家家

成成成和和和

平平平平

成
３５８９

度度度

年年年年年年年

度度度度

の

家家家家家 家
成和和和

昭昭平昭昭昭

和和

元
度度度度

年年年年年年

度度

もグ合な設

とロ組との

ム）こ状設 にラ立る置

開施を

児ののと況置

、
にと指度 ・発設目

年 童
がい接、宿 徒つ密し

生
休検連設定 夏てな施泊

は
やすを容

み討携内員

連団地

傾の工、

用と商
イ

どをやの

な携体域

向
一企ン

分り間ベ

のよ民
の

行密等等

を層業ト

析
、き画

、し働計

いにに

館

士千稚函 用利かを

利

紋新伊

市市市市

別歳内 呂岸寄別冠達

常厚森足 深洞砂

町町町町市町市 市

瑛高幌川爺川

美日札 所

町町市市村

休必る運位

冬る図や単

がと方人

み要と営：在

るにに

期あも法）地 の

しを慮

促用け考

。、

間
な

向すうる

にや行す

進

。、

たプとど

けいこ



補団団

なてこの

にっ道
務助助体体

っいう事補

。たと金事内の

てるし

に務

体中の等業部事

団

分付はおと

事で区交等

務、

北 海

道か監監道

道の

４５６

成査がら査査が

監平監
の事補対の、

査
の

眼行

実年方務助象主道

を等局政

施１法局金部

間か担のに運

期月

道 公 報

総川監平

上

１１２３

第

が査務の査成

監監道監

査査
のの事の部各の
象度

概対務対、支対年

を部合年

要象局象総庁

担局企度必

号外第

人啓っ開体

法知の媒

注

もに有

立化発て拓の

国

ら向効

大さ・
うけ活

雪れ
年い活こ、用

青て

号

組

平合
成立 十
四檜恵 年
九

正るの

に補は事適け道

金確はか支事

従助明務

事の

し等に適つ出務

事

っに果務区

、のな正効

は

か付て行的等分

道交

れ執経明

ら事いわにの

補やかて行理確

の務る

れ適な

助団ないさはに

内、かて正っ

金体どる

団付す上

らう交対営
等

の受実必

月体をるの

７

ち、監性

でうけ地要

ま

び事

平は及ら

、又査か

職団務

成、
対担

度をにを

年員体局

、応

団部に

う画要

の雇

営生の

運境他

の環じ

体

対

い、も

つ部度

に活年

と道を

、
部）

済象

て経

道

家。のがの図

のる動
組要報、が

、取重広り
活施務

立みでの各事

国

を

高当る用設局

日にあ
っと加紹担

少たこにの
、な団

自てかえ介う

年

の

の、、市ど体

然はら

家青リ町積

月山庭 二
十
日

年年

青青

金

のの

曜

家家 日

る行い

や部次。いにて
か

のお点かわる

そにの

のる主て。

他けを。れ

監か

入理にる

収経眼い

実

り正を

よ適査。

には
れた

体わし

団行施

、に

い

入しるて

収用すっ
の

る調団

がい問る

額て訪

お

むどをに

おな査体

お

っい

ねの行
団たて

選道 以を、 円体。は 万

庁
育
教

、
部

設
建

定職 上

村極運

志
後
、
狩
石
び
及

に

つ年ーに的営

に少ピ

つ

い教タ協な

い

て育ー力

、設も求活て

は施はを

成概ろるに

平のちめ動

要んと努

度活こもる

年やのとめ

らを、、と

か動とにこ

和和

昭昭

独広新様。

度度

年年

か

をる

営い

運て。

江恵

２

、

行

る、道を海

団ねは除北
訓

の職こそが受道

体道

義体る令

事員との団け

っ、が あし員 で

務はが

別む万 合

、管心 て所中
円 計今表平

の 名 成 回
の後補 補上
助と

）金 以 金な 年 監掲助 記

区庁庁

本支

、
知
空
、

査 金金

記記 助助

補上補上

行道利な

立く規々

以以

り合

１

に者報

政民用広

１

体 道監わ、こ計

団合

のての億

のれ が査せこ

平ら 事

う 成の 務事

ち

２
第

町市

差庭

局前

第

務団

事象

が対

道査
監

免事要５

局、特務の必

担の必除務が号

を道に

をりに

う職要を局あ）

に認け担、基

場務と受

のく

の専めるうそづ

合

れと当手兼

基念らこに
き

的るるがた続業

本す
取義団でっ
はし）

扱務体きてと職

にの等 等っ 度

いをのる

のお おとが 交て に 外計

付 団り 団い いお交 付お
、 、でさ 体体、 て てり
査るて た こ 監あれ ま
、 れ

対。い

と。 か の 象る 道 ら
ら 団

し補 体

て助 の
金 事

のの 交交 外計外計 等等

体体体

団団 団団 分付付

団

体

数 体
道従
職事
員数

団

道役

の

担査職 団万 年体 を調道

の の収 うに員 体円 度の

存補 状入 団おが が

助 況額 体い在

金 をの のてし

計 要本、名、 把合 概、

れ、付 しは 庁こで交 握
各ら役金 た
局の員、 と億 部

団に負 こ
及担 ろ

等

う要

担概

をの

局体

体、ての

。
か

る
あ

が
要

必

認

っ職と個は承

負役こ
のさのまを

て員と々、
員、け

る地れ職ず受

い

そ

、をいが北、

が位て
ね。の道の

道兼るこ海

そう員、

政、よ職後

行
事職務体

運のな服団

の

体等 務 団

上務務規の

営

の に

を

付 事 選交 従

定を し

し受 て

たけ い がて る

そい 職 、

る 員 のの は 団は 、 体道 名

職員
員数
収
入
額
支
出
額

び金 、

名万 の
事等 本
７ 庁道と 務を 庁 支の円
員っ 従付 部 を職な に交

すて に 象がて 事し 局 対
に就お るい

体 道し、 職た 団 、任り

、 がて道 員。

事い単 は は

、 た位 支 務

。： 局

二
二

の行念務

そを専程事

位場務和従

地う義昭に
事 を合の

体 員 等団 職

兼に免年し

にで つ、 い名
を て
は含

補等

、

助の
金額

庁
担と、 体 に を名人 団
に っな千

い体てし）

てっ円 団対

る、お、



改

るたをっ善

平 がも事団提た意

成 、の業体出。見

十 当が報へす》

四 該あ告のる

年 負っ書負よ

九 担た等担う

北 海

補現かと負団

のて等費

補助助地らの担体

や補

の行

助金金調負関金が

金を支う

金のの査担連

付をを十出事

交交交等

付付

道 公 報

１

おけ

補道い査てな

つ監
助助りれ

助がて結補補

査》金事、ば

金補監果

ら

の金をの業補な

等助

付執事な

交、行交の助

付負っ

号外第

うてい査

期アイ監
３

第

う果

こ各場庁、よ結

す

はにの適及

と種合内道

改

さ体、団事正び

と団
れの職体務な

号

とがの
が う道等

よる保
か
成 る体点

平 す団観
、

都の
年 度事ら

月 金。が金通

二 を提の知

十 充出支し

日

当た

るれにい

てさ出て

のなり、

費いたが

経て

金

出事体

支い、団

曜

遅終ら

が業か

日

に決行徴分の業
れ了こ

対

務当定いしに時に

事

認がす

がたに、て確期

該うし適る

遅り当当行

業っ申事な切負

い事た

金

の内て請業いで担

も

まいを

が容はのにまな

交容い、、

あを、内お

体

た分付をて道団

っ十

査事補か

。に申調、の

と

事担た事行業い

確請

が、等さ

務金。務は者
交て

つ交遅補はれ

に、
て金て金付い

い付れ助

交る交定が

をいの決る
容に

し決内道

付付の、

る知こけ

い通やお

て定

団務意

て事務のと事善

局念務体の見

い務専事
を務行

。を義局事執

る

く明努

がの置をに

道務
合にる

う除場確め

担免
あ分と

とのに区こ

こ等
きてる

最続っす。

は手

の
月 職局次

６ 、務、

小

務を
こり
付 念うお

日 専担と
第 のに道

事 務と、
人 義

免つが

除い事
を 務

手は局 総

のて務 号

速の

たはら

た後れ

続、

体にが

団か類

、や書

め

れ

期報さ

長業出

に事提
びな

金及い

資書て

間告

認にす業助ら
滞収い

が

こ要を請

し係るに金の

付に

い書とす交求

てる
い等さ経しよ

な類とる

審てとい全

のれ費てり

のる担もを

査い負る額

か、がが回

ほが金の一

必体てっ支

、団充あで

をれる
し対

体け附助

団受に補

象に条事

対後た象

をた
従の

、手に等

に着件業

金こて示

助るっ告

補す
業れ

のが事遅

等と、が

とと、ど

限をはな

交基

課民

るこ管道

する所、
解

もに誤

と。等の

とと
、信

職て不

、いや

にお

の負く

そ費招

が経を

員

団 通

を体う 長

き団担 部

こ管の に

る所体 達

とを

の て

がる務 い

とす事 お

とが正 職

要局適 、

必部

つ 服

れ定に の

さ決化 員

の

留支も

いるい 務

てす

い書あ

て算が

し決

団あい必団を決

がて類
にえ書

体るる要体備算

、の帳おる類

のがもな

市れ。っ

要がらた払
業

３

じ村経い

応町るて

に

監

体査結団

善認団監査

改

体るの対果体

意団団す

》にによ財象》の

見体

付本をて

対対う務と予

しも

続さ行る

手と遂い

にれ

段方団補いめ

特のおた

託体の法体助て、

委団

補部

契が理に支事、支

と

事担こ

約設由よ部業

２

行いな

をつの

務に

た監

。助か結

適と補道。査
》

担に業事ら果

負期事

の払告等助

金支報業補

全 の

。の万 律

るもて 規
あ確を

で
助適助も

補を補て

業い

必等

象にの査

対期金調

あ類る要が

務総が簿け

し

つ等っが資が正

に会

備のるく

いがた整金あ
成

は催さ管が作

て開。
れてや帳さ

、され理、
納類て

会てい出簿れ

総

な

でらいにがい

等おな

算
決、いえい

議ずつ備

、導務た等

しし指事し

が

、
委支す等
こつ体決

託部るに団議

おれ

約行といにさ

契執

るい

締のけて

の分。て

適を算い

を容予な

結内

のの助執

に支決

切各・

な契実一事行

の置がり

続たい約績部業分

手し

成確

が通ま手確をのの

を体果認

適年ま続認団

事行行支やが

切の、を

な光業っっ部支行

で観

のれ

い案開ててに出わ

るない内て

内始いいお

な

を２もいて容い

所後

支う書の金

業かの執を

にと収行を

出こや執等
さ

た決つ付

当。支に交

は等た

て書てれ

っ算い

、に

対

内てを

体い体

団つ団

業行付る

事遂交す
には

に、

にき定ど

等で決な

告うた助

るよ当補

係る
は交

はすて等

示にっ金

算と補申

予と、付

、る

はれ

さ事てら

のも助請

事画現い

た計、て

れ業

納も

計予出い

業や金な

予議、が

やが簿の

画算

二 算決予あ

三

行。

基れ執た

にさ算っ

のの

行部算

きい整

づな

指書や

う算容

よ精内

う

理

る業管

す事品

導、物

及つ

。書に

と告等

こ報

者月が行確い

決て

びい

ってすの

に以あし認も
たあ

営がたいるが

運上

た

託ぎがめっ

委過。る
績

てか支実。

して、の

１の告

る、で報

いら部
を

その業等

、人事書

が

、

期事に

長、象

の者終

後事

わ了助

に終補

間業

金かの

資や等

り速業

た

つ

留そに

滞、行

のに執

際

決に事の
生提い

がの

助係内

後補にに

定、業
査

か交経審

や金る容

速
務支適

行事のを

に付費
行

補速のに

、を出切

い
にらこ

事かなう

助やみ

すに等

行ま簿

執ま理

業

監

要し簿

必行帳

る執の

た

りっ

よ行

にを

書査

算

約の後し

契と了徴

。

確

部な

当意本い

に随、て

じ出て

、
り約にい

た契 行

よめを

い求査

なを監 。

者行ずと
、こっ

うる に

当と入

がこ収

等う、

事つ

該。



改

給監あの意

団ち体も善

の明与査るは見

会体、

団

処目文規対が７》

計

等とこ体

理的の程象、

適性理がしれの

を・経

北 海

４

た監

。体査結経

と団監。査
》規

体体の対果理

団団

等

対対出と程

にに支象

、、準たが

しし基し

道 公 報

団を団る

量善に容得

改
体行体記体よ

、意団遂

庫》にすに帳にう

在見

るし導

数対る対す対指

、う、よ、す

量しよし

な

号外第

当、も物郵もま

がるい
、

額年計の品便のた

多

手あ事

の度画が等切が

っ管なっ業

資ののあの

入おた理どたの

金収と

が

号

明の

平団ら預

成体か金
十にに残
四おす高
年けるが
九

正格規整たらみ

る必貸

ので にに程備
体体っ

行応等さ団団あ

た定てのにた

うじをれ
ちい

め基めいうお。

た
は等いい、て

に準てな

そ定の員給

、をる職、

処る５雇規

のめはを与

整
理必団用程

適郵等

な切つ体さ

切便に団備

業等ておて

事手いにれ

、い

画事てな

計やいい

果規

成成理

作の経

の業

う毎る
算にや

予品程

や

会導理指事こ

ど総指経

年。

適等すに導業と

が

議こるる度

切でる係す
帳と了

把決と諸こ終

に

を直

され簿。後

握さ。

い業えに

て事備ち

れた

。成
い画け適

な計付、

事適金果

繰金り。が現
同で

越ほ業切と品

りの
れに執な様あ

さかがで

額さ管パ

て多行いのる

前てがフ

るのれ理ン

い

なト

度な要ッ

年い必レ

越たもや

繰い

月収要借

二入が対

十・あ照

日

し

の、正

出がに

支る表

容算く

内決

金

つに示

に書表

曜

て入れ

い収さ

日

、は

方要体し又

はのて

のれ

なあみそこ

法がの

与相

をがあ給に

どるで

支す

め監たを当

定、っ
象しも

経対出る

た査。

を

程しい等

規とての

理

も定

をたる

行て規

執い与

のつ給

作

備

め切整

努適の

に、程

すに

う理況

よ管状

るに
るうて

すよい

導るつ

指

予公な

もや、正

こ指監

書

あに妥算

が算正決

の

き会を

たづな類

っ基当

業基し

事の成

、計作

。

等

正よ会

適に総

を準、

かり

金めの

財多つ－

を、に

源額い

とのて

が払つ

た金受に

し資、

、

計年等て

業翌簿い

事
繰備布

をに整配

画度が

部な

、一い

成越さ先

作

度上の

年計も

業がい

事

た

後てっ

了れあ

終さが
の
書も
算い
決な。

にい
等や
類

い

す体がて

成団のめ

るの
、
かう団る

なし意団に

エオ善道

改

じ

そ現い負て見体準

も

な対た

の金も担い》に

。すを

と導査

支にの金

が出

るアイウ

こっ

る行

要出らあ物さ物

経必わ

代

のが張ずっ品れ品

費

つ、で

支あ先支た代た

的内を

画引認

計取承

経等費年年額支

料経用
の

出費のや度度が出

支

に万証

年の支リ末末１

配

しされや
度支出ーに

いな数

いてい布

てれて

５
る

食いい

こ団監査扱て

監
果糧糧にな

と体査結食

支象》費費準い

。の対

お年
に、

出とののじも

て末
い度

にすに

体備体

団整団
を

出よがのいし取

対る対

の食い

内るあ支も、扱

費たにが糧を

容旅っ出

のう

説の。つあ費行

を
で出てた執よ

明支いっ

つ決に指

きに、。行う

て書いす

いい定つ導

な
本支はこ

の、にてる

も
の

出るで出。金日金
が

行支と領

にがのをの付

い支クっ出領収

つ、タ

つ証に

て出シてに収証

拠利るい上つ

は証ーい

日て

支書用もてのい

、

つやそ付、

出類にの、

入

内整い、のと購

のの

ク入３物

容備てタ購が

出をフ不郵円拠
や等、

レ要便程書

が
適に

でが

切お年ッ不切度類

のなあ適

でい度ト急手

算作支どる切

なて予の

な

本で成出のので

い、

行要、い

来行経を不に

っ費

年て等っ不約

度いのて急

出る物円

予る支いの万

執や

事し支支たの

算も

がに行、

務た出出

に

切た期食

つ団適当が会
さ出

てにでっ待の

い体

る者

けいはれ席

おなて

出体の記

支団も名

る、

よし

内事考の

ののと載

計導員

会指職

、う、

し

す

のこ用

理る雇

処すを
に

を合

化場

正。る

適と

道。

あ人出、と

るは

図

出記員

た支を職

っに先

こて務

たし事

し載が

。

っ

確が担

をるを

とあ局

のる

る出い

す支て

認、

月の

金が支シをカ品

た

額ク認以内

額適出ー確

が

がにをーで上容

等切

ンる違記

記行確ポき相

されでの書し載

載わ認

がいれ

れてき使類てさ

な領状なるて

たいる用

のら

拠い収況くもお

証

等確団がず

書も証が、

分

にがが認体あ、

類の

をの

でのを品

執や
度入便

行、年購郵

す
き度算て手

べ年予し切

刊算行る購

月予でいを

の執てのし

誌でっも入

入する、い

購行いやて

職きの間も

やべも年る

れを

や局ら面

容務え書

書がが付

拠道る添

証を
前い

にっ事て

類担、し

てる食い

いいにな

つて
支が

査と費の

監こ糧も

め必

た、

行ら出あ

をか

程規

規与

理給

経な

、要

は等

又程

二こを

四

内こ

わる

代す

に備

れ整

領をあ

受等も

の容と

め でのっ団

の載、

印記り

づっいき預た体

基あな
いかお

きたにな金。に

支て

わかもらい

行。も

郵が

員情がのの

れかの

切っ

社紙っ便あ

の報あ

使。

保発。手た

会のた

たて決た

っみのっ

険行 取っ
の行

道を

。、定。

準す

基導

出指

支う

るよ

等る



善とい

改

平 意団。団て団

成 見体体指体

十 》にに導に

四 対対す対

年 ししるし

九 、、こ、

北 海

団団事また

すあの監っ

体体にた。

るっまが

こたた

る監

と。、団のによ、

あ査い監査

が預体監お

ま通っがて査を

望金

道 公 報

通通

の預金金

体預預

団

座体 務口帳帳 口団 事金

長数のつ 数数 局座等に

号外第

しわま

監に査ま思

況監
行金いれた

査つ結銀預

て》預口がる、

対い果

の数

と監金座、も複

象
し査のに

たを口つのがの

号

６
お

体体体に

団団団体
団

ししる

対対対け

ににに

、、、内

し

月 預預と監

二 金金。事

十 口通に

日

査

数公監

のやる

座帳よ

名、の

や印

金

人行施

義銀実

曜

在出つ

の届に

日

し帳た適はを行

り印い

会うて

いと。切、行っ
る

、印行計必い

が公に

預等わ処要

金のれ理が

い適る体

通双てがあ団
、中

をのな正がの

帳方

は

印理実こに

公管いに

い
と、さ監監

等を施の

等別管
理て １
座体 義団がは 口団 名の

２２ 口数切そ

の体適、

座体 をな適 口団 座での

団 て管 ３５ しな

有い正

１ も行

るを 座体 い理 口

行座い預あ預

５

口た口

団っ数て金っ金

。が、座。座

体た等は
切の有有

お適そをを

に

な正るる

るで適すす

け
預管体団

行いな団９

銀

るう

のをあの

金理が体

費要費相

経不経部
口行

出制

支急支牽

の不の互

おを必制

に物に体

出の
証い

る入なつ

け購要に
類

年こ書

計る拠て

会す

散導

な分指

方のて

度と

いやこ

つ管る

に保す

ど

た

討管ま

検保。

て、と

の査

よ者監

る任、

す責

精

同団れ査査

指分に

う

者

金のい行通

じ体てが
監

等務かれを

庫事るわ
に

保長うい事

に局どて
て

しがをい充

管等かな
い

い人ェのて

て１チも
い

も行ク６な

るでッが

がた 口団 のう
のっす団

１ 団、

３め 座体

公
銀

っや 座体 あ印 口団 体

なち

は
と
印
出
届

。行

た

やめ、団

数たど、

座う
口代

金必金の

預、預体

の小数者

帳最座表

通要
らの

理の明義

管限が名

体すに座

団にか口

、数

遵な適

をのを

のる多の

備

るう整

すよに

守い切
るよ

指する

う導す

よ指
こ。導

ると指

すこう

導

す化た

導散当

。る

とす

こつて

るにっ

団業兼り

負い善兼よ

改

のも見体の業職

担る意

認承専

取の》事承の務

あの

がてる体も

りや務

いた

体ものたあ

団るめっが
。

体の

職兼に体団道

簿団

に承りう事事

務業よの

管
保
に
別

専認職ち務務

ほ

承体１

業団

兼１

。
た

がるに

査とぎか

監こす

状望と、

の

認９超ま

査承が上を

監
業職申団えた

の 結兼道

業 》の員請体て、

兼 果

７
。
と
こ

承が書あい兼

て

、体査い

は団監つ
に

とと査

査務象監

監事対

受を義

決、にを認念

業

の

がと事け受務

め道従

体るこた免

な団するけ
。、を

、が場と後除

く

体け

の催は団受

そ共合

務こ

務る道事る

業す、

従。

係議事にと

に会の

念を務、とと
る開務

のの体

団す受にこ道団

義た念免事の

体るけ専
るをと務

務後す除務事
経一

免職義受のが

の、
がのな費体

６除員務け

に

体受団免い負的

団を
のをまが実

け体除ま担

１

い事受団適施

て

当 認
人団た ５

の認

間 別承 人時 数体り

団時

体間 ６ 数１数

団別

体の

りる業

承

数
体間 団 人時

が団提、も承

認 認、を

が申

受 適体出兼の認

を

役ての５請

け 切のし業

に

い 行職承承団書

て に

ををあ承

る わ員認認体
の て地受受っ認

も れの

て。間

が い位けけた時

団 い兼けい数

４ なをな

行

務道しを

体 ねれるを

っ

ののた

精事
のの

者と体。

通務団た

監の部

る分管

よ区所

に

い

実化つ

の確に

査明局

張等遂す

出催の事

施に

支合

費費に場

旅経行る

間体をは

時団障に

やを
勤支ぼあ

外で及、

二 務出さら

五

範め

当ていじ

手しなか

け体切さ
道る囲休

をい

る

５いにな事でれ

な務
事れにい業

団従け務な
お

るな事に

すば従務

体

合なてい

場らし

はいいて

、がる、

の承の体 間

そ、も団 時

道

都認がと

度を

３

上

上以 体 以間 団 人時

計計

記

人

あ 、ば

、 体ら体し

り 団な団載

団 事いつい

１ のなにな

当 を、て承

体 務がいで

り うのそを た 行こ、認

承 合認内け の 場承の受

時 、受をも 認 はを容た

つい、

につて

あけ見の

認

討承

検の

て業

いて兼
と

指体

う団

よや

る等

す

等

費も内暇

る経

すの

導

あ事理

支が、処

でので

。
てたにに

しっ前簿

出

あ間

休け体の

、受団と

処たた経

等いっに

暇て
。費 理

かいと４ 数 らてるが 間

じな、団 が

めい６体

業の以間っ

兼も人あ 時

況
状
の

。担

と負

こ費
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別所総 表

管 ）

団海

財北

局部

部務

号外第

るめ移

を監す求に

監行査

とれす

査っ結団こら行

。》のがてる

対た果体
ち定ると

とう予いこ

象
た、さ団は

し

号

と道
８

平しが

成て団
十の体
四団支の
年体援事
九

公観

道道道道圏 事の務

文連

炭際宅立光

石国住

施協

策光設教絡

対観建

整会

絡ー進設議

連テ促

推成

区期

議地備

会マ会

道道道ン法道

議
協

進会

ガ人企

音北業

地貯

楽海誘

域蓄

労推

空報協祭道致

航広

会

進員行働進

推委会実

議員会議

協会委協

消

法道

融
金

道
海

会北会

国ヘ

体災

治防

自防 団人
北ー

会タ

協プ

化コ

際リ

れ体困

支連

道航

体海運

体体い除で

団団てを難

対つか、る

ににるきあ

、て検るの

しい、残と
回 今は討

、所れ体が

後、さ団答

体すいつっ

団管てにあ

のるるいた

月務在局

二とりを

十道方担

日

に

務いと

事つこ

のにう

経検つ

のて

金

負すて

費討い

曜

の必
担る

日

改
に

会
員

委
報

広会

明要

対
査会

議
協 監部絡

）
称

事部状て。

団収 団
象

名

あ次

局にに、

務局況は

うてが理

担いるの

をお
令ら

要団法か

必、、由

る事に団

あの等、

が体
道事

に局りの

か務よ体

、。
やる

化あ
確が

つを に
等
格
性
・
的
目
の
体

団

体入

体

の額

の団支
体出

概の額

達要道金 通

の を
踏

補額

てに設局

い他に務

え
ま

査行が他

監移置を
善団が

改道

すすそ見の後 討意体今
務団 のべるの》事も 他

体
団

道
た
じ
応

担担

負負 をか 局道 務
事

金金

助託助担

負負補委補負

金金金費金金

担担

金 分等

十付 金 、種交 助

す人 討
検類

る件

必費

あ事員 が
要

てこ他

局数 。位

る単務

都はをの 関のと局体 機

府難か務 の道困道事 と

にあ他を 携県でら局 連
整部移う 調支るに担 、

るか た設すき のが行べ

道れとう 、さこど め置

す体 行団 移に に他 他ら

困と がこ とす こ移 るを
的 理金 な資 難は

員 人職 、の 円う道 千
：

ち

つ 設お困に にてはか
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